
世
界
的
な
取
引
所
再
編
と
Ｏ
Ｍ
Ｘ

︱
現
代
の
取
引
所
産
業
に
つ
い
て
考
え
る
︱

岩

田

健

治

は
じ
め
に

二
〇
〇
七
年
三
月
に
、
米
欧
の
主
要
取
引
所
で
あ
る
Ｎ

Ｙ
Ｓ
Ｅ
と

E
uronext
と
の
間
で
実
現
し
た
合
併
は
、
世

界
の
取
引
所
産
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
再
編
の
過
程
に
叩
き

込
ん
だ
。
E
uronext
は
パ
リ
を
中
心
に
欧
州
の
四
つ
の

取
引
所
と
ロ
ン
ド
ン
の
金
融
派
生
商
品
取
引
所
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

Ｅ
を
統
合
し
て
発
展
し
て
き
た
時
価
総
額
欧
州
第
二
位

︵
当
時
︶
の
多
国
籍
取
引
所
で
あ
っ
た
。

同
年
五
月
二
五
日
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
と
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の

合
併
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
N
Y
SE
E
uronext
と
同
じ

く
米
欧
間
の
時
間
帯
を
越
え
た
合
併
で
あ
り
、
し
か
も
欧

州
側
は

E
uronext
と
同
じ
く
隣
接
す
る
諸
国
の
取
引
所

を
統
合
し
た
多
国
籍
取
引
所
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
、
世
界
の
主
要
取
引
所

は
、
世
界
的
な
再
編
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
形
成
の
段
階
に

入
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
触
発
さ
れ
て
、
二
〇
〇
七
年
六
月
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
場
運
営
者
︵
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
、
ド
イ

ツ
取
引
所
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
前
身
で
あ
る
Ｏ
Ｍ
、
E
uronext︶

や
金
融
機
関
︵
豪
州
の
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
銀
行
︶
な
ど
か
ら
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買
収
や
合
併
提
案
の
動
き
が
絶
え
な
か
っ
た
Ｌ
Ｓ
Ｅ
︵
ロ

ン
ド
ン
証
券
取
引
所
︶
が
、
イ
タ
リ
ア
取
引
所
と
の
合
併

を
発
表
し
、
同
年
一
〇
月
に
手
続
き
を
完
了
し
た
。

E
uronext
や
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
後
塵
を
拝
し
つ
つ
も
、
欧
州
域

内
最
大
の
時
価
総
額
を
誇
る
Ｌ
Ｓ
Ｅ
が
、
欧
州
域
内
再
編

を
開
始
し
た
意
義
は
大
き
い
。

図
表
序
�

１
は
、
二
〇
〇
七
年
末
時
点
で
の
時
価
総
額

を
、
グ
ル
ー
プ
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
統
合
後
の

三
つ
の
取
引
所
グ
ル
ー
プ
は
、
N
Y
SE
E
uronext、
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ

Ｏ
Ｍ
Ｘ
、
Ｌ
Ｓ
Ｅ
�

イ
タ
リ
ア
取
引
所
の

順
で
世
界
ト
ッ
プ
三
と
な
る
が
、
個
別
取
引
所
で
み
た
場

合
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
時
価
総
額
の
小
さ
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
規
模
の
小
さ
い
取
引
所
が
、
な
ぜ
世
界
的
再
編

の
一
角
に
食
い
込
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、

世
界
的
再
編
の
主
役
に
躍
り
出
た
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
生
成
と
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
で
、
そ
の
理
由
を
探
る
こ

と
に
し
た
い
。
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一
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ

Ｏ
Ｍ
Ｘ
創
設
ま

で
の
経
緯

二
〇
〇
七
年
五
月
二
五
日
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
と
Ｏ
Ｍ
Ｘ

と
の
合
併
が
発
表
さ
れ
て
以
降
、
図
表
１
�

１
に
示
す
よ

う
な
動
き
が
あ
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
五
月
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
に
よ
る
Ｏ
Ｍ
Ｘ
買

収
計
画
発
表
後
に
、
ド
バ
イ
取
引
所
に
よ
る
対
抗
提
案
が

あ
り
、
そ
の
後
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
と
ド
バ
イ
取
引
所
の
共
同

提
案
が
な
さ
れ
て
、
最
終
的
に
よ
り
高
い
価
格
で
買
収
が

行
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
株
主
は
、
当
初
現

金
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
株
だ
っ
た
も
の
が
、
現
金
だ
け
に
よ

る
買
付
に
応
じ
た
た
め
、
統
合
取
引
所
が
も
た
ら
す
収
益

シ
ナ
ジ
ー
や
コ
ス
ト
・
シ
ナ
ジ
ー
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
分
買
収
価
格
の
つ
り
上
げ
で
元

を
と
っ
た
形
と
な
っ
た⑴

。
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最
終
的
に
二
〇
〇
八
年
二
月
に
両
取
引
所
は
統
合
を
完

了
し
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ

Ｏ
Ｍ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
が
創
設
さ
れ

た
。
買
収
合
戦
へ
の
ド
バ
イ
取
引
所
の
参
戦
の
結
果
、
新

生
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ

Ｏ
Ｍ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
と
ド
バ
イ
取
引
所

お
よ
び
Ｄ
Ｉ
Ｆ
Ｃ
︵
ド
バ
イ
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
︶
と
の

間
で
も
資
本
関
係
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
、
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
が
、
ド
イ
ツ
取
引
所
や
豪
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
銀

行
な
ど
に
よ
る
Ｌ
Ｓ
Ｅ
買
収
の
動
き
に
対
抗
し
て
入
手
し

て
い
た
Ｌ
Ｓ
Ｅ
株
︵
三
一
％
︶
は
、
ド
バ
イ
取
引
所
と
の

買
収
合
戦
に
備
え
て
、
二
〇
〇
七
年
八
月
に
売
却
さ
れ

た
。こ

う
し
て
二
〇
〇
七
年
は
Ｏ
Ｍ
Ｘ
に
と
っ
て
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｄ
Ａ
Ｑ
と
の
合
併
発
表
か
ら
始
ま
り
、
ド
バ
イ
取
引
所
の

対
抗
提
案
を
経
て
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
�

ド
バ
イ
の
共
同
提

案
へ
と
至
る
、
激
動
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
株
価
に
も

表
れ
て
い
る
。
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
株
価
は
、
二
〇
〇
三
年
一
月
時

点
で
、
四
一
・
六
Ｓ
Ｅ
Ｋ
︵
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ク
ロ
ー

ナ
︶
だ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
末
に
は
、
二

六
一
・
五
Ｓ
Ｅ
Ｋ
ま
で
大
幅
に
上
昇
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ

Ｑ

Ｏ
Ｍ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
の
創
設
に
伴
い
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
へ
の
上
場
を
終
え
た
。

二
、
経
営
体
と
し
て
の
Ｏ
Ｍ
Ｘ

こ
こ
で
は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
と
の

統
合
に
よ
り
、
単
独
の
経
営
体
と
し
て
は
最
後
の
発
行
と

な
る
二
〇
〇
七
年
度
版
の
Ｏ
Ｍ
Ｘ
年
次
報
告
書
な
ど
を
も

と
に
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
出
自
と
、
経
営
体
と
し
て
の
Ｏ
Ｍ
Ｘ
に

つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

⑴

Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か

も
と
も
と
Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
、
八
五
年
に
創
設
さ
れ
た
Ｏ
Ｍ
と

い
う
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
を
運
営
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

小
さ
な
企
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
九
七
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
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ル
ム
取
引
所
︵
一
八
六
三
年
創
設
︶
を
傘
下
に
収
め
、
さ

ら
に
そ
の
先
進
的
な
取
引
シ
ス
テ
ム
を
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
取
引
所
に
売
り
込
み
、
後
に
二
〇
〇
四
年
に
は
組
織
も

統
合
し
た
︵
図
表
２
�

１
︶。

二
〇
〇
三
年
に
は
、
北
欧
エ
リ
ア
内
で
独
自
の
取
引
所

を
維
持
し
て
き
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
取
引
所

︵
Ｈ
Ｅ
Ｘ；

一
九
一
二
年
創
設
︶
と
合
併
し
、
Ｏ
Ｍ

Ｈ
Ｅ

Ｘ
と
な
っ
た
︵
後
に
Ｏ
Ｍ
Ｘ
に
改
名
︶。
Ｈ
Ｅ
Ｘ
は
エ
ス

ト
ニ
ア
の
タ
リ
ン
取
引
所
と
ラ
ト
ビ
ア
の
リ
ガ
取
引
所
を

傘
下
に
置
い
て
い
た
の
で
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
が
母
国
と
す
る
エ
リ

ア
は
バ
ル
ト
海
諸
国
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
た⑵

。

そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ビ
リ
ニ
ュ
ス

取
引
所
、
二
〇
〇
六
年
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
取
引
所
に
も
同

様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
傘
下
に
収
め
て
い
る
。
外
資
制

限
が
か
か
っ
て
い
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
取
引
所
に
も

一
〇
％
の
資
本
参
加
を
行
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
、
Ｅ
Ｕ
統
合
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
戦
略
的
に
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対
応
す
る
取
引
所
運
営
者
と
、
革
新
的
な
Ｉ
Ｔ
企
業
と
い

う
二
つ
の
顔
を
持
つ
。
ど
ち
ら
が
欠
如
し
て
も
、
現
在
の

Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
存
在
し
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
一
九
九
七

年
の
Ｏ
Ｍ
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
証
券
取
引
所
と
の
統
合
の

意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
取
引
所
運
営
者
と
し
て
は
、
そ

の
後
の
北
欧
・
バ
ル
ト
海
地
域
へ
の
一
貫
し
た
戦
略
的
展

開
に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

⑵

目
標
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

以
下
で
は
、
二
〇
〇
七
年
度
版
の
年
次
報
告
書

︵
O
M
X
,
A
nnual
R
eport
2007︶
に
も
と
づ
き
、
Ｏ
Ｍ

Ｘ
の
目
標
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
業
務
分
野
と
収
益
構
造

な
ど
を
概
観
し
よ
う
。

Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
目
標
︵
V
ision
︶
は
﹁
よ
り
効
率
的
な
証
券

取
引
の
た
め
の
主
導
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
﹂

た
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
標
の
も
と
で
展
開
さ
れ
る
Ｏ

Ｍ
Ｘ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
﹂

﹁
取
引
所
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
﹂﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
な
顧
客
基
盤
﹂

の
相
互
連
関
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
︵
図
表
２
�

２
︶。

こ
う
し
た
相
互
連
関
の
中
心
に
は
、﹁
取
引
所
産
業
に
お

け
る
エ
ク
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
ズ
﹂
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

⑶

二
つ
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス；

取
引
所
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

さ
ら
に
Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
、
そ
の
業
務
に
つ
い
て
、
二
つ
の
顧

客
サ
ー
ビ
ス
︵
custom
er
offering
︶
と
三
つ
の
業
務
分

野
︵
business
areas︶
に
分
け
て
推
進
し
て
い
る
。
二

つ
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
と
は
﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所

︵
T
he
N
ordic
E
xchange︶﹂
と
﹁
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂、
三
つ
の
業
務
分
野
は
﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
諸
市
場
﹂﹁
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
新
市
場
﹂﹁
市
場
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
﹂
で
あ
る
。
そ
の
概
念
は
図
表
２
�

３
の
通
り
で

あ
る
。

全
体
を
横
に
貫
く
矢
印
は
顧
客
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
サ
ー
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ビ
ス
を
需
要
側
か
ら
捉
え
た
も
の
、
縦
の
三
つ
の
柱
が

サ
ー
ビ
ス
を
Ｏ
Ｍ
Ｘ
と
い
う
供
給
側
か
ら
捉
え
た
も
の
、

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
以
下
の
説
明
で
わ
か
る
と

お
り
、
実
際
に
は
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取

引
所
﹂
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
業
務
分
野
で
い
う
﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
諸
市
場
﹂
と
﹁
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
新
市
場
﹂
に
、
ま
た

顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
﹁
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
﹂
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
業
務
分
野
で
い
う
﹁
市
場
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
﹂
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い

︵
図
表
２
�

３
の
円
の
部
分
︶。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

よ
う
な
概
念
図
に
な
る
の
は
、
取
引
所
運
営
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
が
相
互
依
存
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
﹂
で

の
シ
ス
テ
ム
化
と
シ
ス
テ
ム
の
運
営
の
経
験
に
裏
打
ち
さ

れ
て
始
め
て
﹁
市
場
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
﹂
の
業
務
が
競
争
力

を
持
つ
事
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
関
係
が
そ
こ
に
は
あ

る
。
そ
の
点
は
後
述
の
三
で
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

①

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所

﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
﹂
と
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
タ

リ
ン
、
リ
ガ
、
ビ
リ
ニ
ュ
ス
の
七
取
引
所
の
運
営
に
他
な

ら
な
い
︵
同
一
エ
リ
ア
に
属
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ

取
引
所
は
外
資
規
制
の
た
め
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
一
〇
％
の
資
本
参

加
に
と
ど
ま
る
︶。
運
営
と
い
っ
た
場
合
、
株
式
・
債

券
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
取
引
に
加
え
て
、
上
場
企
業
向
け

サ
ー
ビ
ス
や
金
融
市
場
参
加
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
も
含

ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
取
引
所
の
メ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ほ

か
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ノ
ー
ス
︵
F
irst
N
orth
︶
と
呼
ば

れ
る
新
興
企
業
向
け
市
場
も
含
ま
れ
る
。
〇
七
年
末
の
上

場
企
業
数
は
八
五
五
、
時
価
総
額
は
八
兆
五
三
七
〇
億
Ｓ

Ｅ
Ｋ
、
市
場
参
加
者
︵
会
員
︶
は
一
六
一
社
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
伝
統
的
な
取
引

所
業
務
に
他
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
自
体
が
北
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欧
の
諸
取
引
所
の
統
合
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
多
国
籍
取

引
所
で
あ
る
点
が
、
そ
も
そ
も
革
新
的
と
い
え
る
。
統
合

の
方
式
は
﹁
単
独
上
場
︱
重
複
会
員
﹂
と
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る⑶

。
上
場
を
希
望
す
る
企
業
は
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
を
構
成

す
る
自
国
の
取
引
所
に
上
場
申
請
を
行
な
い
、
当
該
国
の

上
場
規
制
に
従
い
上
場
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
北
欧
・
バ
ル
ト
海
諸
国
の
企
業
は
、
自
国
当
局
の
規

制
の
も
と
で
自
国
市
場
へ
の
単
独
上
場
を
行
な
う
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
が
属
す
る
エ
リ
ア
に
応
じ
て
﹁
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
市
場
﹂、﹁
バ
ル
テ
ィ
ッ
ク
市
場
﹂
の
何
れ
か
の

共
通
リ
ス
ト
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
実
質
的
な
単
独
上

場
を
、
単
一
の
取
引
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
形
式
上
束
ね
て

﹁
共
通
上
場
﹂
と
し
て
い
る
が
、
他
国
の
銘
柄
を
売
買
す

る
に
は
、
当
該
国
の
取
引
所
の
会
員
に
な
る
必
要
が
あ

る
。そ

う
し
た
会
員
に
と
っ
て
の
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め

に
Ｏ
Ｍ
Ｘ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月

よ
り
﹁
共
通
会
員
﹂
制
度
を
新
た
に
導
入
し
て
い
る
。
こ

の
新
し
い
会
員
制
度
の
も
と
で
は
、
月
九
〇
〇
ユ
ー
ロ
の

手
数
料
を
一
つ
の
取
引
所
に
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
三

つ
の
取
引
所
で
自
由
に
取
引
が
で
き
る
。

こ
う
し
て
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
、
実
質
的
な
﹁
単
独
上
場
﹂
を

取
引
所
が
形
式
上
束
ね
る
形
で
﹁
共
通
上
場
﹂
と
す
る
一

方
で
、
会
員
が
低
コ
ス
ト
で
上
場
銘
柄
を
国
境
を
越
え
て

取
引
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
で
、
い
ま
や
上
場
企

業
に
と
っ
て
も
会
員
に
と
っ
て
も
、
当
該
諸
市
場
を
一
つ

の
市
場
と
認
識
し
て
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
現
在
世
界
主
要
国
で
、
こ
う
し
た
多
国

籍
取
引
所
モ
デ
ル
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
欧
州
域
内
の

同
一
時
間
帯
内
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る

E
uronext
と
こ
の

Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
二
つ
の
市
場
運
営
体
に
過
ぎ
な
い
が
、
同
一
時

間
帯
に
属
す
る
取
引
所
間
統
合
の
代
表
的
な
ス
タ
イ
ル
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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②

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

次
に
﹁
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と
は
、

世
界
の
取
引
所
・
市
場
運
営
者
に
対
し
て
効
率
的
な
証
券

取
引
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
提
供
し
、
支
援
を
行
な

う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
第
一
は
、
取
引
、
清
算
・
決
済
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
の
配
信
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
の
提
供
で
あ

る
。
第
二
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム

統
合
支
援
、
シ
ス
テ
ム
の
運
営
と
サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
あ

る
。
二
〇
〇
七
年
末
現
在
、
そ
の
受
注
総
額
は
、
三
三
億

二
三
〇
〇
万
Ｓ
Ｅ
Ｋ
で
、
世
界
五
〇
カ
国
以
上
の
六
〇
の

取
引
所
な
ど
に
各
種
シ
ス
テ
ム
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
世
界
の
一
八
の
市
場
運
営
を
支
援
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
二
つ
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
﹂
は
、
北
欧
・
バ
ル
ト

海
地
域
に
属
す
る
各
国
の
母
国
市
場
の
提
供
と
い
う
意
味

で
地
域
性
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
も

う
一
方
の
﹁
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂
は
、

当
初
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を
通
じ
て
収
益
を
実
現
し

て
い
る
。

⑷

三
つ
の
業
務
分
野
と
収
益
構
造

次
に
業
務
分
野
を
見
る
な
ら
ば
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
、﹁
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
諸
市
場
﹂﹁
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
新
市
場
﹂﹁
市
場

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
﹂
の
三
つ
の
分
野
に
分
け
て
運
営
し
て
い

る
︵
図
表
２
�

４
参
照
︶。
⑶
で
示
し
た
顧
客
サ
ー
ビ
ス

と
の
関
係
で
は
、
前
二
者
が
﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
﹂

に
、﹁
市
場
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
﹂
が
﹁
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂
に
、
そ
れ
ぞ
れ
重
な
り
合
っ
て
い
る
と

み
て
よ
い
。
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
年
次
報
告
書
で
は
、
収
益
構
造
も

こ
の
三
つ
の
業
務
分
野
毎
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
こ
の
三
つ
の
分
野
に
沿
い
な
が
ら
、
そ
の
業
務
の
内

容
と
収
益
構
造
を
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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①

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
諸
市
場

第

一

は
、﹁
ノ

ル

デ

ィ

ッ

ク

諸

市

場
︵
N
ordic

M
arketplaces︶﹂
で
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
ヘ
ル
シ
ン

キ
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
各
取
引
所
の

運
営
で
あ
る
︵
上
述
の
二
つ
の
﹁
顧
客
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
お

け
る
﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
﹂
と
の
関
係
で
は
、
バ
ル

ト
海
諸
国
取
引
所
を
除
い
た
取
引
所
の
運
営
と
い
う
こ
と

に
な
る
︶。
こ
の
業
務
分
野
だ
け
で
二
〇
〇
七
年
度
の
Ｏ

Ｍ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
収
益
の
四
五
％
を
占
め
て
い
る
。

②

情
報
サ
ー
ビ
ス
と
新
市
場

第
二
は
、﹁
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
新
市
場
︵
Inform
ation

Services
&
N
ew
M
arkets︶﹂
で
、
二
〇
〇
七
年
度
の

Ｏ
Ｍ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
収
益
の
一
八
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の

分
野
は
さ
ら
に
①
﹁
情
報
サ
ー
ビ
ス
﹂、
②
﹁
バ
ル
ト
市

場
︵
B
altic
M
arket︶﹂、
③
﹁
ブ
ロ
ー
カ
ー
向
け
サ
ー

ビ
ス
︵
B
roker
Services︶﹂
と
い
う
性
格
の
異
な
る
三
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つ
の
業
務
に
分
か
れ
る
。

こ
の
う
ち
﹁
情
報
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
は
、
株
価
な
ど
市
場

情
報
の
販
売
と
配
信
、
上
場
企
業
な
ど
へ
の
ニ
ュ
ー
ス
配

信
な
ど
か
ら
な
る
伝
統
的
サ
ー
ビ
ス
で
、
そ
の
収
益
は
こ

の
業
務
分
野
の
中
の
六
六
％
を
占
め
て
い
る
。

﹁
バ
ル
ト
市
場
﹂
と
は
、
タ
リ
ン
取
引
所
、
リ
ガ
取
引

所
、
ビ
リ
ニ
ュ
ス
取
引
所
の
バ
ル
ト
海
の
三
つ
の
取
引
所

の
運
営
に
係
る
業
務
で
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
取
引
・
決

済
関
連
手
数
料
、
上
場
手
数
料
、
市
場
情
報
提
供
な
ど
か

ら
の
収
益
は
、
こ
の
第
二
の
業
務
分
野
の
中
で
は
九
％
と

低
い
。

﹁
ブ
ロ
ー
カ
ー
向
け
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
は
、︵
北
欧
・
バ
ル

ト
海
を
包
摂
す
る
︶﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
﹂
全
体
の

取
引
参
加
者
︵
銀
行
、
証
券
会
社
、
資
産
運
用
会
社
、
カ

ス
ト
デ
ィ
な
ど
約
五
〇
社
︶
に
、
基
本
契
約
料
と
取
引
高

に
応
じ
た
手
数
料
を
得
な
が
ら
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
お
よ
び

カ
ス
ト
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
金
融
監
督
当
局
に
証
券
会
社
と
し
て
登
録

を
行
な
っ
て
業
務
を
営
ん
で
い
る
。
こ
の
第
二
の
業
務
分

野
の
中
で
の
割
合
は
二
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の

業
務
の
一
部
は
、
イ
ン
ド
の
代
表
的
Ｉ
Ｔ
企
業
で
あ
る
Ｈ

Ｃ
Ｌ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
行
な
っ
て

い
る
。

③

市
場
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

第

三

の

業

務

分

野

は
﹁
市

場

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

︵
M
arket
T
echnology
︶﹂
で
、
二
〇
〇
七
年
度
の
Ｏ
Ｍ

Ｘ
グ
ル
ー
プ
収
益
の
実
に
三
七
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の

分
野
は
さ
ら
に
①
﹁
取
引
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
﹂、
②
﹁
清
算
・
決
済
の
た
め
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
﹂、
③
﹁
情
報
配
信
の
た
め

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と
、
④
﹁
シ
ス

テ
ム
管
理
、
シ
ス
テ
ム
統
合
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
サ
ー

ビ

ス
︵
F
acility
M
anagem
ent,
Integration
and
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A
dvisory
Services︶﹂
と
に
分
か
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
①
﹁
取
引
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
﹂
が
、
い
わ
ゆ
る
取
引
シ
ス
テ
ム
で
、
Ｏ

Ｍ
Ｘ
は
内
部
で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を
、
世
界
の
六
〇
以

上
の
取
引
所
等
に
売
り
込
ん
で
い
る
。
主
要
な
販
売
先

は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
の
他
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
証

券
取
引
所
、
イ
タ
リ
ア
取
引
所
、
香
港
取
引
所
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ

︵
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
証
券
取
引
所
︶、
サ
ウ
ジ
証
券
取

引
所
、
Ｓ
Ｗ
Ｘ
ス
イ
ス
取
引
所
、
ウ
ィ
ー
ン
取
引
所
、
Ｓ

Ｇ
Ｘ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
取
引
所
な
ど
で
あ
る
。

②
﹁
清
算
・
決
済
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
﹂
は
、
現
物
株
お
よ
び
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
双

方
の
取
引
後
の
清
算
・
決
済
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
提
供

で
、
ア
ブ
ダ
ビ
証
券
市
場
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
証
券
取
引

所
、
ド
バ
イ
金
融
市
場
、
香
港
取
引
所
、
ウ
ィ
ー
ン
取
引

所
な
ど
に
販
売
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
。

③
﹁
情
報
配
信
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
﹂
は
、
株
価
や
売
買
高
な
ど
の
原
デ
ー
タ
や
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
な
ど
の
加
工
デ
ー
タ
の
配
信
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
で
、
Ｓ
Ｇ
Ｘ
︵
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
取
引
所
︶、
ウ
ィ
ー
ン

取
引
所
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
取
引
︱
清
算
・
決
済

︱
情
報
配
信
を
貫
く
こ
う
し
た
一
連
の
シ
ス
テ
ム
販
売

で
、﹁
市
場
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
﹂
分
野
の
収
益
の
六
一
％
を

占
め
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
④
﹁
シ
ス
テ
ム
管
理
、
シ
ス
テ
ム
統
合
及

び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
﹂
で
、﹁
市
場
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
﹂
分
野
の
収
益
の
三
九
％
を
稼
ぎ
出
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
﹁
シ
ス
テ
ム
管
理
﹂
と
は
Ｏ
Ｍ
Ｘ
が
販
売
し
た
シ

ス
テ
ム
の
運
用
と
サ
ポ
ー
ト
業
務
で
あ
る
。﹁
シ
ス
テ
ム

統
合
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
は
、
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
や
新
し

い
市
場
の
創
設
に
係
る
一
連
の
業
務
を
Ｏ
Ｍ
Ｘ
が
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
先
と
し
て
請
負
う
業
務
で
あ
る
。﹁
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
は
、
顧
客
に
と
っ
て
の
新
た
な

収
益
機
会
を
特
定
す
べ
く
支
援
を
行
う
業
務
で
、
Ｓ
Ｇ
Ｘ
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︵
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
取
引
所
︶、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
取
引
所
な
ど

が
利
用
し
て
い
る
。

以
上
で
は
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
収
益
構
造
に
お
い
て
、
伝
統
的

な
取
引
所
業
務
や
情
報
配
信
業
務
以
外
の
﹁
市
場
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
﹂
と
い
う
Ｉ
Ｔ
関
連
業
務
が
重
要
な
地
位
︵
全
収

益
の
三
七
％
︶
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
経

年
で
見
て
も
、
こ
の
割
合
に
大
き
な
変
化
は
な
く
︵
二
〇

〇
五
年
三
七
％
、
二
〇
〇
六
年
三
六
％
︶、
当
該
業
務
が

Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
収
益
源
と
し
て
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

︵
図
表
２
�

５
︶。
ま
た
、
他
の
主
要
取
引
所
と
比
較
し
た

場
合
、
同
様
の
業
務
を
重
視
し
て
き
た

E
uronext
で
す

ら
シ
ス
テ
ム
関
連
業
務
の
収
益
の
割
合
は
二
〇
％
弱
︵
二

〇
〇
六
年
︶
で
、
そ
の
他
の
取
引
所
は
軒
並
み
一
〇
％
以
下

と
な
っ
て
お
り
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｏ
Ｍ
Ｘ
取
引
所
の
革
新
性
と
競
争
力
は
、
こ
の
﹁
市
場

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
﹂
業
務
、
と
り
わ
け
そ
の
約
六
割
を
占
め

る
﹁
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
﹂
業
務
に
体
現
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さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
業
務
に

お
け
る
比
較
優
位
が
、
経
営
体
と
し
て
の
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
競
争

力
を
体
現
し
、
そ
れ
が
も
う
一
方
の
取
引
所
運
営
者
と
し

て
の
業
務
に
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
競
争
環
境
の
中
で
、
北
欧
・
バ
ル
ト

海
エ
リ
ア
全
体
に
お
い
て
、
競
争
者
の
侵
食
を
許
さ
な
い

確
固
と
し
た
地
位
を
築
き
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
後
に
見
る
よ
う
に
世
界
的
な
取
引
所
再
編
の

一
角
と
し
て
取
引
所
の
規
模
と
し
て
は
は
る
か
に
勝
る
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
と
統
合
が
実
現
す
る
際
の
鍵
と
も
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
取
引
所

統
合
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

三
、
シ
ス
テ
ム
統
合
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
を
通
じ
た
取
引
所
再
編

Ｏ
Ｍ
は
二
〇
〇
三
年
五
月
二
〇
日
に
Ｈ
Ｅ
Ｘ
︵
ヘ
ル
シ

ン
キ
取
引
所
︶
と
の
合
併
を
公
表
し
、
同
年
九
月
四
日
に

は
合
併
を
完
了
し
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
二
〇
〇
四
年
六
月

一
四
日
は
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
共
通
シ
ス
テ
ム
が
稼
動

し
、
同
年
九
月
二
七
日
に
は
シ
ス
テ
ム
の
完
全
統
合
を
終

了
し
た
。
合
併
ア
ナ
ウ
ン
ス
か
ら
わ
ず
か
約
一
年
四
ヶ

月
、
合
併
が
完
了
し
て
か
ら
わ
ず
か
一
年
強
で
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ

は
シ
ス
テ
ム
に
係
る
統
合
作
業
を
終
え
た
の
で
あ
る⑷

。

自
ら
が
運
営
す
る
取
引
所
の
シ
ス
テ
ム
統
合
を
巡
る
一

連
の
経
験
を
一
般
化
し
、
同
様
の
統
合
を
計
画
し
て
い
る

他
の
取
引
所
の
参
考
に
供
す
る
た
め
に
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
、
二

〇
〇
六
年
二
月
に
白
書
﹃
取
引
所
産
業
に
お
け
る
シ
ス
テ

ム
統
合
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
﹄
を
公
表
し
た
。
こ
の
白

書
の
内
容
は
、﹁
二
﹂
で
見
た
業
務
分
野
と
の
関
係
で
は

﹁
市
場
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
﹂
業
務
の
④
の
な
か
の
﹁
シ
ス
テ

ム
統
合
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
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⑴

取
引
シ
ス
テ
ム
発
展
に
関
す
る
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
基
本
認
識

白
書
は
、
取
引
シ
ス
テ
ム
の
発
展
の
現
状
を
、
立
会
場

を
廃
止
し
て
シ
ス
テ
ム
化
を
進
め
た
第
一
段
階
、
当
該
シ

ス
テ
ム
の
改
良
と
ス
ピ
ー
ド
向
上
を
目
指
し
た
第
二
段
階

に
次
ぐ
、
第
三
の
段
階
に
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ

の
第
三
の
段
階
に
お
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
が
、
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
新
し
い
金
融
商
品
、
そ
し
て
新
し
く
統

合
さ
れ
た
取
引
所
に
役
立
つ
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
際
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
重
要
な
役
割
を
果

た
す
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
い
う
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と

は
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
以
外
の
取
引
所
や
市
場
運
営
者
な
ど
︵
顧

客
︶
が
、
シ
ス
テ
ム
関
連
業
務
等
の
一
部
を
Ｏ
Ｍ
Ｘ
に
委

託
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
い
っ
て
も
、
顧
客
が
効
率
的
に

運
営
で
き
な
い
業
務
を
、
顧
客
と
同
じ
方
法
で
よ
り
効
率

的
に
運
営
す
る
と
い
う
﹁
伝
統
的
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
﹂

で
は
な
い
。
そ
れ
は
顧
客
に
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

提
示
し
な
が
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
行
な
う
﹁
Ｂ
Ｔ
Ｏ

︵
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
︶﹂
の
概
念
に
近
い
も
の
で
、
顧
客
に
と
っ

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
セ
ス
を
探
り
、
統
合
シ
ス
テ

ム
や
ソ
フ
ト
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
を
新
た
に
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

⑵

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
三
つ
の
形
態

白
書
は
、
ま
ず
シ
ス
テ
ム
の
﹁
結
合
︵
consolida-

tion
︶﹂
を
、
以
下
の
三
つ
の
概
念
に
区
分
す
る
。

第
一
は
﹁
移
行
︵
transition
︶﹂
で
、
責
任
や
設
備
を

移
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
﹁
移
転
︵
transfer︶﹂

で
、
機
能
を
他
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
移
し
変
え
る
も

の
で
あ
る
。
第
三
は
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

へ
の
﹁
全
面
的
移
転
︵
m
igration
︶﹂
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
結
合
方
法
の
区
分
は
、
結
合
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
セ

ス
の
モ
デ
ル
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
白
書
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に
よ
れ
ば
、
上
述
の
取
引
シ
ス
テ
ム
発
展
の
第
三
段
階
に

お
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
や
金
融
商
品
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
移
行
や

移
転
の
プ
ロ
セ
ス
、
移
行
計
画
の
管
理
が
重
要
に
な
る
と

い
う
。

次
に
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
結
合
を
行
う
際
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
、
①
﹁
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
﹂、
②
﹁
選
択
的
Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
﹂、
③

﹁
全
面
的
Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
﹂
の
三
つ
の
タ
イ
プ

に
区
分
し
て
い
る
︵
図
表
３
�

１
︶。

こ
の
う
ち
①
﹁
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
﹂
と
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
の
業

務
の
全
て
も
し
く
は
一
部
を
Ｏ
Ｍ
Ｘ
に
委
託
す
る
も
の

で
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
顧
客
の
た
め
に
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
提
供
す
る
。﹁
選
択
的
Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
﹂
と
は
、
特
定
の
プ
ロ
セ
ス
︵
例
え
ば
取
引

や
情
報
配
信
な
ど
︶
に
関
し
て
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
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ト
ウ
ェ
ア
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
ま
と
め
て
Ｏ
Ｍ
Ｘ
に

委
託
す
る
も
の
で
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
顧
客
の
た
め
に
シ
ス
テ
ム

︵
取
引
シ
ス
テ
ム
や
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
︶
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
る
。﹁
全
面
的
Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
﹂

と
は
、
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
一
切
を
Ｏ
Ｍ
Ｘ

に
委
託
す
る
も
の
で
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
全
般

を
管
理
・
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
へ
の
全
面
移
転
も
こ
の
選
択
肢
の
一
部
で
あ
る
。

取
引
所
の
世
界
的
再
編
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ

が
請
け
負
う
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
発
注
元
の

取
引
所
マ
ッ
プ
は
、
そ
の
ま
ま
世
界
の
取
引
所
再
編
マ
ッ

プ
と
も
な
り
う
る
こ
と
に
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｏ

Ｍ
Ｘ
の
場
合
、
②
の
シ
ス
テ
ム
の
提
供
や
③
の
全
面
的
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
な
が
ら
、
実

際
に
北
欧
・
バ
ル
ト
海
諸
国
の
取
引
所
を
統
合
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。

⑶

Ｏ
Ｍ
Ｘ
統
合
に
裏
打
ち
さ
れ
た
市
場
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

業
務

白
書
で
は
続
い
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に

及
ぶ
Ｏ
Ｍ
と
Ｈ
Ｅ
Ｘ
︵
ヘ
ル
シ
ン
キ
取
引
所
︶
の
シ
ス
テ

ム
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
、
成
果
、
教
訓
が
克
明
に
示
さ
れ
て

い
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
ま
ず
シ
ス
テ
ム
結
合
の
三
つ
の

戦
略
︵
移
行
、
移
転
、
全
面
的
移
転
︶
の
中
で
は
、
既
存

の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
へ
の
﹁
全
面
的
移
転
﹂
が

選
択
さ
れ
た
。
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
と
は
、
Ｏ
Ｍ
側
の
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
Ｈ
Ｅ
Ｘ
側
の
シ
ス
テ
ム
を
そ
れ
に
置
き
換

え
る
こ
と
に
な
る
。

統
合
先
の
Ｏ
Ｍ
側
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
九
九
年
に
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
取
引
所
と
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
取
引
所
が
Ｎ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
と
い
う
提
携
を
す
る
際
の
基
礎
と
な
っ
た
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
︵
Ｏ
Ｍ
︶
側
開
発
の
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
で
、
同
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
後
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
を
通
じ
て
、
二
〇
〇
二
年
に
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
証
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券
取
引
所
と
オ
ス
ロ
取
引
所
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
点
で
、
機
能
面
で
Ｏ
Ｍ
側
の
シ
ス
テ
ム
が
、
Ｈ
Ｅ

Ｘ
側
の
そ
れ
に
実
際
に
勝
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。こ

う
し
て
Ｈ
Ｅ
Ｘ
側
の
各
種
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
現
物

株
取
引
は
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
と
清

算
は
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
と
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
、

ま
た
市
場
情
報
関
連
は
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
と
い
う
シ
ス
テ
ム

に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
合
併
当
時
Ｈ
Ｅ
Ｘ
は
、

エ
ス
ト
ニ
ア
の
タ
リ
ン
取
引
所
と
ラ
ト
ビ
ア
の
リ
ガ
取
引

所
も
傘
下
に
お
さ
め
て
い
た
の
で
、
両
取
引
所
の
現
物
株

お
よ
び
市
場
関
連
情
報
の
シ
ス
テ
ム
も
同
時
に
移
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
冒
頭
で
示
し
た
通
り
、
こ
う
し
た
複

雑
な
シ
ス
テ
ム
統
合
を
、
わ
ず
か
一
年
強
で
完
成
さ
せ
て

い
る
。

以
上
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
次
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一

に
、
取
引
所
の
国
境
を
越
え
る
再
編
の
局
面
に
あ
っ
て

は
、
取
引
所
の
シ
ス
テ
ム
を
巡
る
問
題
の
本
質
は
、
そ
の

速
度
や
処
理
量
を
競
う
﹁
第
二
段
階
﹂
か
ら
、
統
合
な
ど

の
設
計
を
含
め
た
﹁
第
三
段
階
﹂
に
移
行
し
て
い
る
。
第

二
に
、
こ
の
第
三
段
階
で
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
さ
れ
た
業

務
自
体
の
改
善
に
む
け
て
様
々
な
提
案
を
行
な
う
Ｂ
Ｔ
Ｏ

型
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と

な
る
。
第
三
に
、
そ
う
し
た
Ｂ
Ｔ
Ｏ
型
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
先
と
し
て
競
争
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の

は
、
地
域
的
統
合
を
推
し
進
め
る
自
ら
の
取
引
所
と
し
て

の
経
験
に
依
拠
し
な
が
ら
、
業
務
の
一
部
と
し
て
シ
ス
テ

ム
の
内
部
開
発
と
収
益
化
を
進
め
て
き
た
Ｏ
Ｍ
Ｘ
や

E
uronext
な
ど
の
一
部
の
取
引
所
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
﹁
市
場
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
﹂
関
連
業
務
と
そ
の
展
開
は
、
我
が
国
取
引
所
の
シ

ス
テ
ム
や
国
際
的
提
携
を
巡
る
近
年
の
議
論
に
も
、
各
種

の
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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む
す
び
に
代
え
て

北
欧
・
バ
ル
ト
海
地
域
の
取
引
所
を
﹁
単
独
上
場
︱
重

複
会
員
﹂
モ
デ
ル
で
束
ね
て
き
た
と
は
い
え
、
統
合
発
表

前
月
の
二
〇
〇
七
年
四
月
末
時
点
の
Ｏ
Ｍ
Ｘ
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
取
引
所
の
時
価
総
額
は
一
兆
二
八
八
六
億
ド
ル
で
、
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
の
四
兆
六
一
億
ド
ル
に
は
到
底
及
ば
な
い
。

Ｏ
Ｍ
Ｘ
は
、
取
引
所
運
営
者
︵
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
取
引
所
︶

と
し
て
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
な
り
え

な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｍ
Ｘ
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
と
の
統

合
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
本
稿
の
二
と
三
で
示
し
た
取
引

所
関
連
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
運
営
者
と
し
て
の
Ｏ
Ｍ
Ｘ
の
世

界
的
競
争
力
が
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
と
見
て
よ
い
。

二
〇
〇
七
年
五
月
二
五
日
の
統
合
計
画
発
表
時
に
公
開

さ
れ
た
統
合
計
画
に
よ
れ
ば
、
統
合
に
よ
り
得
ら
れ
る
追

加
的
利
益
は
、﹁
収
益
シ
ナ
ジ
ー
﹂
と
﹁
コ
ス
ト
・
シ
ナ

ジ
ー
﹂
の
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
二
年
間
で
合
計
一
億

五
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
た
︵
図
表
４
�

１
︶。

こ
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
収
益
シ
ナ
ジ
ー
の
二
倍

ほ
ど
の
合
併
効
果
が
コ
ス
ト
・
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
り
生
じ
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
コ
ス
ト
・
シ
ナ
ジ
ー
の
中
心
は
シ
ス

テ
ム
の
統
合
で
、
Ｏ
Ｍ
Ｘ
が
開
発
中
の
新
世
代
シ
ス
テ
ム

G
enium
の
活
用
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

当
初
案
で
は
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
～
一
二
月
だ
っ
た
合

併
が
、
ド
バ
イ
取
引
所
の
参
入
に
よ
り
翌
〇
八
年
の
二
月

末
に
ず
れ
込
ん
だ
た
め
、
合
併
後
二
年
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン

で
実
現
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
た
図
表
４
�

１
の
各
種
の

シ
ナ
ジ
ー
を
見
極
め
る
に
は
、
時
期
尚
早
と
い
え
よ
う
。

そ
の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

︵
注
︶

⑴

2008.1.2
O
M
X
取
引
所
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
よ
り
。

⑵

O
M
X
,
F
rom
M
arkets
to
M
arket,
O
M
X
.
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⑶

詳
細
は
岩
田
︵
二
〇
〇
八
︶
を
参
照
。

⑷

こ
の
節
の
記
述
は
、
O
M
X
︵
2006︶,
S
ystem
s
con
solid
ation

an
d
ou
tsou
rcin
g
in
th
e
exch
an
ge
in
d
u
stry,
A
w
h
ite
paper

from
O
M
X
,
F
ebruary
に
基
づ
く
。

︵
主
要
参
考
文
献
︶

岩
田
健
治
︵
二
〇
〇
八
︶、﹁
欧
州
か
ら
み
た
取
引
所
の
世
界
的
再
編
成
﹂

﹃
証
券
経
済
学
会
年
報
﹄
第
四
三
号
。

O
M
X
︵
2006︶,
S
ystem
s
con
solid
ation
an
d
ou
tsou
rcin
g
in
th
e

exch
an
ge
in
d
u
stry,
A
w
h
ite
paper
from
O
M
X
,
F
ebruary.

O
M
X
,
F
rom
M
arkets
to
M
arket,
O
M
X
.

O
M
X
,
SA
X
E
SST
M

M
arketplace
solution,
O
M
X

O
M
X
,
A
n
n
u
al
R
eport,
various
issues.

w
eb
サ
イ
ト

http://w
w
w
.nasdaqom
x.com
/

︵
い
わ
た

け
ん
じ
・
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
院
教
授

当

研

究

所

客

員

研

究

員
︶
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